
１　「移住・定住の促進」・「若者の地元回帰」・「結婚・子育て支援の充実」 ２　商工業・観光の振興等

区分 番号 事業名等 補助限度額等 補助対象経費 補助対象者

住宅・店舗等・土地
　※空き家附属農地は100㎡以上から取得可能（別途農業委員会手続きが必要）

保育所のない地区における一時預かり（夕方まで及び長期休暇中の一時預かり）
　対象：久米・平野・河辺幼稚園

第３子以降の幼稚園給食費の無料化（軽減）　　※「給食費を含む保育所保育料」と「給食費を含まない幼稚園保育料」の差異解消
　対象：市立幼稚園・私立幼稚園・認定子ども園

第２子以降の県内産紙おむつの購入支援（５万円分の愛顔っ子応援券）

第３子以降における認可外保育所の保育料の無料化（軽減）
　対象：大洲病院、大洲記念病院、喜多医師会病院

第３子以降における中学校卒業までの医療費（通院）の無料化（平成29年10月診療分～）
　　※現行無料化制度【通院：0歳～小学校就学前　入院：0歳～中学校卒業】

●45～64歳の農林水産業新規就業者（原則移住者）
　　※青年就農給付金（国補助）の対象とならない者

空き家バンクを通じて売買・賃貸借した
１戸建住宅の改修費・取得費
　※市内業者による改修・５年以上の居住

結婚に伴い賃借した賃貸住宅の入居費用、
家賃（住宅手当控除後）、引越費用

空き家バンクを通じて売買・賃貸借した
１戸建住宅の媒介手数料

子
育
て
環
境
の
充
実

最大５万円

 最大４００～５０万円
　　補助率 改修2/3・1/2
　　補助率 取得1/10

最大２０～１０万円
補助率 2/3・1/2

最大１００～２５万円
補助率 1/10

最大３千円／泊・人
補助率1/2

１世帯２人・２回

最大２万円／月
最長３年

第３子以降における認可外保育所
保育料無料化（軽減）事業12

最大１２０万円／年
最長５年

※その他育成支援

11 第３子以降子ども医療費無料化

空き家媒介手数料補助事業2

10 農業バンク制度

5

6

結婚新生活支援事業
（所得340万円未満世帯国補助事業）

新築住宅取得費補助事業

15 市立幼稚園一時預かり事業

14
第３子以降幼稚園給食費無料化
（軽減）事業

市内就業に伴い賃借した賃貸住宅の
家賃（住宅手当控除後）

新規就業移住者新生活支援事業

市内就業・市内居住した期間の
奨学金返還額

13 愛顔の子育て応援事業
（県補助事業）

住宅新築費又は建売住宅の購入費
　※５年以上の居住

県外移住希望者滞在費補助事業

若
者
の
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元
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業
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婚
支
援

空き家改修費・取得費補助事業
（県外移住者県補助事業）3

空き家家財道具等処分費補助事業
（県外移住者県補助事業）4

農山漁村地域新規参入確保・育成
事業9

●空き家バンクを通じて１戸建住宅を売買・賃貸借した者
　（大洲市空き家バンク制度利用登録者・所有登録者）

後継者がいない就農者が、その経営基盤の引継者を募集・斡旋することができる相談体制

住
ま
い
の
確
保
・
空
き
家
の
活
用
促
進

市内宿泊施設の宿泊料金
　※滞在中に移住・定住支援センターへ訪
問

7

8 新規就業者等奨学金返還補助事業
最大１２万円／年

最長５年

1 空き家バンク制度

●県外に居住し、移住に関する相談を行った者

最大２４・１２万円

●Ｈ29.3.1以後に市内就業した新卒者等・50歳未満の移住者
●64歳までの農山漁村地域新規参入確保・育成事業の補助対象者
　　※転勤者、公務員等正規職員対象外

●Ｈ28.3.1以後に市内就業（１年以上）した30歳未満の者
　　※転勤者（本社が市内の場合を除く。）、公務員等正規職員対象外

●夫婦のいずれかが40歳未満でＨ29.3.1以後に結婚した世帯
　　※公務員等正規職員がいる所得340万円以上の世帯は対象外

大洲市まち・ひと・しごと創生総合戦略に係る平成２９年度新規事業

空き家バンクを通じて売買・賃貸借した
１戸建住宅の家財道具等処分費
　※市内業者による処分等

●50歳未満の構成員がいるＨ28.4.1以後の移住世帯
●保護者（夫婦）のいずれかが40歳未満の市内に居住する
　子育て・結婚５年以内の世帯
　　※転勤者等は対象外

●50歳未満の構成員がいるＨ28.4.1以後の移住世帯
●保護者（夫婦）のいずれかが40歳未満の市内に居住する
　子育て・結婚５年以内の世帯
　　※転勤者等は対象外

●50歳未満の構成員がいるＨ28.4.1以後の移住世帯
●保護者（夫婦）のいずれかが40歳未満の市内に居住する
　子育て・結婚５年以内の世帯
　　※転勤者等は対象外

おおずブランド創出（地域商社） 

大洲ええモンセレクション 
（認定事業者21社・51品目） 

・認知度向上、流通拡大、 
 地場産業の活性化 
・市のイメージアップ 

＜課題＞ 
 ・少量多品目 
 ・営業の人材 
 ・取引の信用性 

●地域商社機能の検討 
 （物流・営業・商流機能） 

●商品のブラッシュアップ 
●首都圏等販路拡大、生産力強化 

観光（おおず版ＤＭＯ） 

・愛媛いやしの南予博2016 
・うかい、いもたき、花火大会等 

＜課題＞ 
 ・継続性 
 ・長期ビジョン 
 ・資金・マンパワー 

創業・事業承継 

●創業支援事業計画（策定中） 

●いつでも相談窓口 

 きらめく大洲支援ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄチーム 
 （商工会議所・商工会・金融機関・ 

  JＡ・信用保証協会・市） 

●南予博ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの継続展開 
 ・まちづくりに参画するひとづくり 

 ・稼ぐことができる観光ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 

●観光まちづくり戦略ﾋﾞｼﾞｮﾝの策定 
 ・戦略会議の設置、外部人材招聘 

 ・マーケティング等分析 

●戦略的な観光振興に向けた組織・ 

 人材育成の検討 

コンパクトシティ＋ネットワーク 

●居住機能や都市機能の誘導による 

 コンパクトなまちづくりと公共交 

 通の再編の連携 
 ・立地適正化計画（～Ｈ30） 

 ・地域公共交通網形成計画 


